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583　　　 ピリチア ミ ン耐性酵母の 取得 と醸造特性

　　　　　　（黄桜灌造く株））○溝州農文、長野知子 、柳内敏靖 、 着舛欝則

【鶤的】我 Q は 、 麹 由来 の ビタ ミ ンが 溝酒醪 中の 有機酸含量に影響を与 え る こ と

を報告 した
1）

。 今画 、 溝酒 酵母 よ りチ ア ミン輸送能欠攅変異株と して ビ リチ ア ミ

ン耐性株
2 ｝を取得 し 、 そ の 醸造縛性 につ いて 検討 した 。

【方法及び紬果】清瀰酵母協会 701 彎を親株 と し、 ビリチア ミ ン禽宥の 最少培地

（チ ア ミ ン欠 ）で 生育可能な株を耐性株と して 分離 した 。 取得 した耐性株はチ ァ

匙 ンの 取 り込 み能が低下 して お り、酵母菌体内の結合型 を禽む全チ ァ ミン含量は

親株に比 べ て低 下 して い た 。 こ の 耐性株を用 い て清懣 小仕込試験 を行 っ た結粟 、

製成酒の酸度 、 ア ミ ノ酸度 、 低沸点香気成分 には大 きな 変化 は認 め られ なか っ た

が 、親株 に比 べ て発酵経過がやや緩やかで 、 ピル ビン酸が残存 する傾 向 にあ っ た 。

また 、 清酒 醸造 中の 酵母薩体内外の チア ミ ンが溝濔醪経過 に与え る影響につ い て

も報告する 。

1）　若井 芳貝ej：釀協 ，　83 ，　  ）579 （1988）
2 ） A ・iw・ ・him ・　・t　・1 ，Biochimiea　et　Biophysiea　Acta，4×3（1975）243 ．247

1solation　of 　pyrithiamine ・resis 七ant 　mutants 　from　sake 　yeast　and 　their　sake
brewing　characteristies ．

OYosh 漁 mi 　Kiyokawa ，　Temoko 　Nagano ，　Toshiyasu　Yanagiuchi，
　Yoshinori

Wakai ，

（Kizakura　sake 　brewi　ng 　Co．，Ltd．）
【Key　Woras 】sake 　yeast ，　 thia 面 職e ，

　 pyrithia面 聡 e

584 麹菌 （A． orylae ）の 鬮傳培養で 発現するグル コ ア ミラ
ーゼ遺徹子 （glaB）

の発現条件の検討

　　　 （月娃冠総研）○羇田博樹、秦　洋二 、 市弼英治 、 醐芦章嗣

　　　　　　　　　　　杉並孝二 、 彎安　聰

紅目的Σ麹菌 （A．eryzae ）の 固体培養で 特異的 に髭現する新規グル コ ア ミラ ーゼ遺籤子 （g’aB ）は 、

　 その癸現が液俸培養で は挿翻され、圃体培養で は獵著に増加する
1）

。　こ の g ’aβ遣伝學の発

　 現機搆を解明するために 、 塞遺懐子 プ鵡モーターの 解析系を構築 した
2）。　さらに，こ の解析

　 系を颶 いて本遺 伝子の雛理を特異釣に上辮 させ る培養集件につ い て検討を行 っ た 。

【方法および結果Ig ！aB　me伝挙の プ謡モ ーター下流にレポータとして Glis遣億子を連結し 、 GUS

　 潜性を携標 に gtaB プ隣 モ
ー

タ ーの 発現簸を検罰 した 。 その結果、　 glaB プ鬻 モ
ーター

は 蟻麹

　 の よ うな 固体培養で 多蠶に黠現 するが 、 濺鯵培整や寒叉培 地を用いた プレ
ー ト培養で は ほ と

　 ん ど発現 しなか っ た 。 しか し 、 培地の水分濤性を段階的 に低下 させ た り、培養濕度壱上昇 さ

　 せ る こ とによ り、g ’aB プ ff　re　一夕一の発瓔黶が鏤鬢 に増赧 した。一労、濠体培養で も圃体培

　 墾で も同様の斃現愚を示 す g ’aA 遣伝畢で は、こ れ らの条件における遺絛畢発現 は誘導 されな

　 か っ た 。 さ らに菌糸の生育 に降窘 を与えるような培養 を行 うと 、　gtaB 遡鉱苧 のみ 特異的 に

　 発規 蠶がよ昇 した 。 これ らの gl譜 発硯の 誘導条件は、溝酒麹の培養操作 によく適禽するもの

　 で あっ た 。 上籠の培 養条件をすべ ℃組み 禽わせ た寒天培地にお い て 麹菌を培養した場合、米

　 麹 とほ とん ど同程度の グル コ ア ミラ
ーゼが鑑慶 され た 。
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